


































































































































徳島県から豊後水道の深部低周波地震（微動）活動 

深部低周波地震（微動）活動 

２月 

気象庁作成 

A 

B 

A 

B 

領域a 

震央分布図の領域a内の時空間分布図（A－B投影） 

震央分布図 
（2010年１月１日～2018年３月25日、 

深さ０～60km、Ｍすべて） 
青色：2018年２月１日～３月25日 

（2018年２月１日～2018年３月25日） 

３月 
21          1 

A 

B 

２月21日以降の活動 
2018年２月２１日～2018年３月25日、深さ０～60km、Ｍすべて 

緑：２月21日～２月28日12時、水：２月28日12時～３月２日12時、桃：３月２日12時～３月６日、 
黄：３月７日～３月10日、黒：３月11日～３月16日、赤：３月17日以降 

震央分布図の領域b内の時空間分布図（A－B投影） 震央分布図 

A 

B 

領域b 

A 

B 

２月                 ３月  

 21            28  2        7        11            17          22  

 ２月21日以降、徳島県から豊後水道にかけてを震央とする深部低周波地震（微動）を観測している。２月21日に愛
媛県南予付近で始まった活動は、26日午後以降、それまでの活動域より南西側に活動域が広がった。28日午後以
降、豊後水道でも活動が見られた。３月4日以降は、愛媛県中予付近で活動が見られ、３月７日以降は、愛媛県東
予・高知県中部でも活動が見られた。３月17日以降は、徳島県、愛媛県、香川県、高知県の県境付近で活動が見ら
れる。 
 ２月21日から３月10日頃にかけて、深部低周波地震（微動）活動とほぼ同期して、愛媛県、高知県に設置されてい
る複数のひずみ計に変化が現れた。 
 これらは、プレート境界深部において発生している短期的ゆっくりすべりに起因すると推定される。 

※３月22日から、深部低周波地震（微動）の処理方法の変更（Matched Filter
法の導入）により、それ以前と比較して検知能力が変わっている可能性がある。 
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